
1 番 7 番 13 番
2 番 8 番 14 番
3 番 9 番 15 番
4 番 10 番 16 番
5 番 11 番
6 番 12 番

西春別支所長兼西公民館長 尾岱沼支所長兼東公民館長 福祉課長

吉光寺　勝己 欠席 斎藤　陽 出席
生涯学習課長 図書館長ほか 総務課主幹

木戸口　誠 出席 堺　啓 出席 佐藤　亮 出席

松田　勝広 出席 佐竹　和仁 出席
病院事務課長 教育委員会指導参事 学務・スポーツ課長

千葉　宏 出席

皆川　学 出席
事業課長

出席 竹中　利哉

課長職
ほか

戸田　憲悦 出席
伊勢　　徹 出席 西原　　浩 出席
貞宗　拓雄 出席 今西　和雄 出席

寺尾　真太郎 出席

木茂木　直人 欠席

生涯学習センター長兼中央公民館長

伊藤　一成 出席
教育部長 病院事務長 会計管理者 農業委員会事務局長

監査委員事務局長 総務部次長兼総務課長

上下水道課長

小村　茂

谷村　将志 出席

建設水道部長
伊藤　輝幸

産業振興部長
干場　みゆき 出席 佐々木　栄典 出席

寺尾　真太郎 出席

出席 大坂　恒夫 出席

出席

石戸谷　友絵 出席
農政課長 商工観光課長

総合政策課長 財政課長 税務課長
松本　博史 出席

出席

福祉部次長兼町民課長

会議場所 別海町議会
議場散会 14:34

議員の出欠

市川　聖母 出席 横田　保江 出席 中村　忠士 出席
吉田　和行 出席 田村　秀男 出席 佐藤　初雄 出席
髙橋眞結美 出席 小椋　哲也

宮越　正人 出席

10:00

出席 外山　浩司

松原　政勝 欠席

出席

出席 竹中　　仁 欠席
副町長

永田　雅夫 欠席 信夫　重勝 欠席
選挙管理委員長

教育長 代表監査委員
曽根　興三 出席 浦山　吉人 出席 相澤　要

外石　昭博 出席

総務部長 福祉部長

建設水道部次長

老人保健施設事務長
渡辺　久利 欠席

開閉会日時 令和5年10月4日
水曜日

開会

出席

新堀　光行 欠席

岩口　裕昭 出席

高橋　勇樹 出席

小野　武史 出席

袴田　充輝 出席

欠席川畑　智明

福原　義人 出席

田畑　直樹
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小川　信明 出席
情報化推進室長

山田　哲哉 出席

学校教育課長兼学校給食センター長

池田　卓也

管理課長

出席

出
席
説
明
員

幹部職員

理事者
機関の長等

町長

農業委員会会長

宮本　栄一 出席 三戸　俊人 出席 入倉　伸顕

防災・基地対策課長

出席

角川　具哉

介護支援課長

水産みどり課長

上下水道課技術長

選挙管理委員会書記長

福祉部次長兼町民保健センター長他
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合計

総務課主幹

山崎　さおり 出席

総合政策課主査 財政課主査

委員外の出席 0名
事務局職員 事務局主幹 入田　浩明 合計

寺澤　淳司

地域包括支援担当主査

母子健康センター主査

水産みどり課主査

出席 坂下　貴幸 欠席

総合政策課主幹

深川　淳一 出席

佐藤　貴也武田　聖士 出席

戸野　晶雄 出席

橋本　達也 出席

出席

管理課主査

志度　正勝 欠席

佐藤　裕美 出席

大森　晴海 欠席

九里　富恵 出席

岩光　理代子

防災・基地対策課主幹

福祉課主査

地域包括センター長

町民課主査
出席

町民保健センター主査

欠席

老人保健施設主査

出席

欠席出
席
説
明
員

主幹
主査職
ほか

澤田　憲一 出席

人羅　茜 出席 髙橋　克彦 出席
財政課主査 税務課主査 税務課主査 防災・基地対策課主幹

伊藤　武史 出席 竹本　誠

金澤　亮太 出席 山下　真弘

防災・基地対策課主幹 西春別支所主査 福祉課主幹

町民課主査
井川　仁 欠席 西田　和弘

老人保健施設主査

町民課主幹

中田　幸規 欠席

町民課主査

堀　留美

町民保健センター主幹 町民保健センター主査
小野　絵里 出席 畠澤　みどり 出席 能登　麻奈美 出席

商工観光課主幹 商工観光課主査

板垣　正博 出席 福原　仁史 欠席

出席 西郷　博之 出席
訪問看護ステーション所長

水産みどり課主査
古里　達也

欠席 木幡　友哉 出席

介護支援課主査 介護支援課主査 居宅介護支援事業所長
天神　幸子 出席 松本　静香 出席 大道　詳子 欠席

成瀬　広子 出席

管理課主査 建築住宅課主幹 建築住宅課主査

農業委員会主査 学務・スポーツ課主幹 学務・スポーツ課主幹 学務・スポーツ課主査

植松　拓也 出席 木村　洋平 出席 篠田　敬介 出席 大西　廣和 出席
事業課主幹 事業課主幹 事業課主査 上下水道課主幹

上下水道課主査

出席 岩光　信幸 出席 武田　妙子 出席 松本　芳樹 出席

農政課主査 農政課主査 農政課主査

出席 恒川　敦史 出席 武田　文吉 出席
学校教育課主幹 学校教育課主査 生涯学習課主査 学校給食センター主幹

病院事務課主幹 病院事務課主幹 農業委員会主幹
池田　友和

欠席

高津　寛人

出席

奈良　司 欠席 大森　圭介 欠席 大山　晋作 出席

廣島　静治

堀込　美穂 欠席 髙橋　美香 欠席 上杉　大洋 出席 平下　奈津子 出席

前道　陽司 出席

中央公民館副館長 西公民館副館長 東公民館副館長 図書館主査
今野　学 出席 佐藤　政志

郷土資料館主幹
石渡　一人 出席 戸田　博史 出席

郷土資料館副館長
立澤　雅彦 欠席 吉田　美奈子 欠席

2名

傍聴者数
一般 1名 議会モニター 0名 議会サポーター 0名

報道関係者 0名 合計 1名

事務局長 干場　富夫
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 10:00　開会
  出席委員15名、欠席委員1名（松原委員）、会期2日
  町長挨拶

・令和4年度の財政状況については、非常に厳しい課題が数多く出た1年であった。
　コロナ対策も3年を迎えて、非常に医療スタッフはもとより、一般職においても、通
常業務以外のいろいろな業務が重なり、非常に負担が強いられた事案であった。
　また、ウクライナ、ロシアの紛争による物価の高騰により、住民生活が非常に不安
定になってきたことに対して、町としてどういう対応をしていくのか、これも大きな課題と
なった1年だった。
　光ファイバーは、令和4年度にほぼ設置終わり、公設で行っているので、どういった
方法で運営していくか、手探りの中で専従室をつくって対応しているところ。
　目標よりも契約件数は少し多いが、もう少し利用も増えてもらえればと思っている。
　ふるさと納税については、前年の令和3年度は24億の寄附があり、その前の年は
1億6,000万でしたので、本当にありがたいなと思っている。
　それまで、財政調整基金は15、6億しかないで、税収年間25億の市町村にとっ
て、貯金が15億しかないというのは非常に厳しい財政状況だった。
　いろんな課題が出てくる中で、どうやってその対策をとっていくのか、本当に頭を悩ま
せる課題であった中で、ふるさと納税がこれだけ伸びたということは、本当に助かってい
るし、職員のみんなもいろんな施策を実施すことができるようになった。
　これを無駄にしないで、しっかりとした長期ビジョンの中で、別海町の今後のために
使っていきたいと考えている。
　また一方で、令和4年度の決算の中で、残額が結構多かった科目は多々あるとい
うのも反省の一つとなっている。
　やむを得ず、数字が確定しなかったために残していかなきゃならない科目もあるが、
住民の方々が、町が行っている施策をしっかり理解していなかったから、使い切れな
かったという科目もあったかもしれない。
　そういった声が住民の方々から上がっているのであれば、議員の皆さん方もこの決
算審査特別委員会の中で伝えていただければ、私もどういった形で町の行政をしっ
かり住民の人たちにＰＲしていけるのか、そういうことを大きな反省材料として、令和
5年、6年、これからの執行に当たり、しっかり取り組み、できるだけ町の行政サービス
を住民の方々が理解できるような体制をとっていかなければならないと思っている。
　皆様方の御意見を多々いただき、今後の町の行政上の中で生かしていきたいと思
っているので、御意見よろしくお願いしたい。

 10:07 暫時休憩　（町長退出）
 10:08 再開　
  令和4年度　別海町一般会計決算審査
　歳入　区分項ごとに進める。
　9ページ款1項1 町民税 から 14ページ款13項2 負担金まで質疑なし。
　15ページ款14項1 使用料
   事前質問答弁表 質疑№1　

細節）ふるさと交流館使用料 20,128,180円
 ・再質問なし。
　17ページ款14項2 手数料
  事前質問答弁表 質疑№2

委員長 10番 外山

外山

委員 13番 中村
委員長 10番 外山

委員長 10番
委員長 10番 外山

会議に付した事件及び会議結果など
発言者 会議経過

曽根　興三

委員長 10番

外山

町長
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細節）水産資源副産物処理手数料 11,711,300円
①当初予算額の1.3倍の手数料収入となっているが、収入の額が当初予算を上
回った理由は何か。
①当初、688tの処理を見込んでいたが、実績が1,169tと481t上回ったことから、
処理量の手数料も大きく変わった状況となっている。

　17ページ款14項3 証紙収入 から 22ページ款16項1 道負担金まで質疑なし。 
　24ページ款16項2 道補助金
  事前質問答弁表 質疑№3

節）清掃費補助金　細節）地域づくり交付金 13,700,000円
①公共施設等適正管理推進事業債の交付税措置額は。
②地域づくり総合交付金の制度上、地方債が優先されて充当する仕組みになって
いるのか。
①公共施設等適正管理推進事業債の交付税措置率については、50%なる。
②地域づくり総合交付金については、委員のおっしゃるとおり、交付税措置のある地
方債が充当できる場合は、まず地方債を優先して充当する仕組みとなっている。

　26ページ款16項2 道補助金
  事前質問答弁表 質疑№4

節）水産業費補助金　細節）地域づくり交付金 20,600,000円
・再質問なし。

　27ページ款16項3 道委託金 から 29ページ款17項1 財産運用収入まで質疑なし。 
　29ページ款17項2 財産売払収入
  事前質問答弁表 質疑№5

細節）立木売払収入 38,152,166円
①当初予算額の2.4倍の売払い収入となっているが、収入の額が当初予算を大
幅に上回った理由は何か。
①前提として、前年度の実績をベースして積算をしているが、木材の価格変動があ
ることから、当初予算については、若干低く見積もっている。
　今回、大幅に上回った理由は、売払収入の大部分を占める町有林皆伐事業と
国有分収林の売払収入が当初の見込みよりも売払単価が倍増した結果、大幅に
上回ったもの。

　30ページ款17項2 財産売払収入
  事前質問答弁表 質疑№6

細節）資源物売払収入 12,970,658円
①リサイクル率が33.3％ということが分かった。努力の結果であり、一定の成果が上
がっていると理解した。売払い（引渡し）の総量は893ｔということだが、令和４年
度の一般廃棄物処理実施計画では「資源ごみ」は1,304ｔとなっている。実際に
は「資源ごみ」は何ｔだったのか。また、売払い（引渡し）総量893ｔとの差は何
によるものか。
①令和4年度に一般廃棄物として、処理場に搬入された資源ごみは計画より45t
少ない1,219tなっている。
　次に、売払い総量893tとの差については、資源ごみの実績量1,259tは、町の分
別ルール上の資源ごみに分類されるものとして、処理場に搬入されたものをそのまま
計上したもの。
　これを汚れているものや分別ルールに沿っていないゴミの選別作業を行い、リサイク
ルできるものとできないものに分け、また、燃えないごみや粗大ごみとして搬入された
ごみの中にも資源物となり得るものがあるので、同様に選別作業を行う。

委員長 10番 外山

水産みどり課長 小野

委員 13番 中村

町民課特命課長 上田

田村

委員 8番 田村

財政課長 角川

委員長 10番 外山

小野

委員長 10番 外山

委員 13番 中村

水産みどり課長

委員長 10番 外山

委員 13番 中村

委員 8番
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　選別の結果、リサイクルできるものが資源物となり、総量で1,470tとなっている。
　この中で、価格のつくものとつかないものがあり、引き取ってもらえる有価物が売払
い総量893tとなっていることから、資源ごみとして搬入された量と売払いに誤差が生
じている。
　なお、価格のつかない資源物についても、手数料を支払い、リサイクル業者へ引き
渡しをして再資源化を行っている。
①7次計の令和5年度のリサイクル率を34％という目標になっているが、その目標達
成する基盤を令和4年度に築いたというふうに理解したいが、いかがか。
①リサイクル率については、平成29年に分別拡大を行い、その後、一定程度安定
したリサイクル率になっており、リサイクルに関する知識は町民の方にも一定程度普及
してると思っている。
　ここから、大きくリサイクル率を上げるのはなかなか難しいのではないかと考えている
が、引き続き、町のホームページや広報紙への周知やラインの運用が始まったので、
こちらを活用しながら、少しずつでもリサイクル率を向上できるよう、周知啓発を行っ
ていきたいというふうに考えている。

　30ページ款18項1 寄附金 から 33ページ款21項4 受託事業収入まで質疑なし。 
　33ページ款21項5 雑入
  事前質問答弁表 質疑№7

細節）水産系副産物再資源化施設協定収入 34,299,958円
 ・再質問なし。
　33ページ款21項5 雑入
  事前質問答弁表 質疑№8

細節）国営太陽光施設売電収入 44,811,172円
 ①発電停止を求められたのはいつなのか。

①発電停止を求められた時期については、令和元年度に北海道電力の方から整
備するように通知があった。
　その後、すぐ整備できないので、北電と交渉を重ね、令和4年、5年で出力制御
装置を設置するということで協議を行っていたところ。
　ただ、予算を組む段階にあっては、令和4年度にどの程度の出力制御をされるのか
はっきりとわかってなかったので、当初の見込みどおり、発電量を積算した。
　その後、令和4年度に入り、実際に期間が決まっているので、その期間は出力制
御を行って発電ができなかったという状況になっている。
①答弁の中で、制御の期間がはっきりわからなかったということだったが、予算を組む
上で、そこら辺がはっきりしないんだったら予算を組めないと思うが、そこら辺を説明し
てほしい。
①先程、どれぐらいの発電量が下がるのかわからないというような状況を説明したが、
ある程度と見込んだ中で、予算は組んでいた。
　ただ、それが予算よりも大きく出力制御されて、発電量も下がったというような状況
になっている。

　35ページ から 37ページ款22項1 町債まで質疑なし。 
  以上で、歳入の審査終了。
  歳入全体で質疑あるか。
  なし。
  歳入終了。
 10:35 暫時休憩
 10:37 再開

農政課長 皆川

委員 13番 中村

農政課長 皆川

10番 外山
委員長 10番 外山

委員 13番 中村

町民課特命課長 上田

委員長 10番
委員長

委員長

委員 13番 中村

委員長 10番 外山
委員 13番 中村
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　歳出　款1 議会費 と 款2 総務費の審査を行う。
　39ページ款1項1目1 議会費 から 44ページ款2項1目1 一般管理費まで質疑なし。 
　44ページ款2項1目2 職員管理費
  事前質問答弁表 質疑№9

出退勤・勤怠管理システム導入事業　
細節）北海道自治体情報システム協議会負担金 11,839,300円

・再質問なし。
　46ページ款2項1目3 財政管理費 から 47ページ款2項1目4 会計管理費まで質
  疑なし。 
　50ページ款2項1目5 財産管理費
  事前質問答弁表 質疑№10

地域会館等管理経費　細節）指定管理施設管理費 11,271,000円
①指定管理料ありの13会館等については、年間1回も利用されていない会館等が、
2か所あり費用対効果が見られず、住民福祉に寄与している状況ではなく、公の施
設として管理することに疑問を感じるが、どう捉えているのか。
②利用頻度の減少については、新型コロナウイルス感染症の影響が出る以前からの
課題であると考えるが、早急に方向性を判断されて適切な管理運営をするべきでは
ないか。
①委員のおっしゃるとおり、指定管理料有の13会館等の中で、年間１回も利用さ
れていない会館等については2カ所あり、費用対効果の観点からも余り使われてな
い施設については、公の施設として管理していくことは難しいものと考えている。
②利用頻度の減少については、新型コロナウイルス感染症の影響が出る以前から
減少傾向にあり、近年は減少傾向が続いているというものと認識している。
　現在、指定管理をしていただいている町内会等に対し、今後の会館の在り方につ
いてアンケート調査を行っているので、調査結果等も踏まえながら、施設の譲渡や
廃止も含めて検討していきたいと考えている。

　53ページ款2項1目6 企画費
  事前質問答弁表 質疑№11

地域おこし協力隊推進事業 2,012,960円
①「隊員間交流・連帯強化を図ることを目的として、各隊員、各課の担当者が集
まる場として定期的にミーティングを開催している」とあるが、令和4年度は何度のミー
ティングが行われたのか。
②その成果はどのように生かされているのか。
①昨年度隊員が増員された10月から、毎月開催しており、計6回の開催となって
いる。
②効果については、月１ミーティングの中での情報共有、あるいは先輩隊員から後
輩隊員へのアドバイス、それぞれの活動を通じて、何か連携ができないかという模索
などが行われている。
　また、プライベートで喫茶店に行ったり、釣りに行ったりという繋がりが生まれている。
　あわせて、隊員と担当課の方でもミーティングを月１回行っている。
　この中で、例えば隊員の悩みであったり、ミスマッチに繋がりそうな事実の早期把握
に努めている。
　加えて、今年度になるが、隊員の活動報告会等を行いたいという発案から、地域
の住民の方に参画いただいて、そういった報告会を今年度開催している。
①いろんな話し合われたり、あるいは解決方法の方向が話し合われたりっていうことで
あれば、そういう点については、そういう記録みたいなのがあって、それが町民に理解さ
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れる形で広域化されるっていうようなことはないのか、生かされたということはないのか。
①ミーティングの内容や担当課の打ち合わせというのは、記録をとって、稟議を上げ
て、全て把握をしている。
　その中で、そういったお悩みの声を住民の方に公開するというところまでにはまだ至
っていないが、今後、委員提案の住民と共有して、地域の方も隊員の方の活動を
理解していただき、移住された方としてどんなことが悩みなのかっていうことを地域の方
が理解することが重要だと思っているので、検討に努めてまいりたい。

　54ページ款2項1目6 企画費　
  事前質問答弁表 質疑№12

移住定住促進事業 1,416,937円 
①課題である住居環境にかかる支援については、「『空き地・空き家バンク制度』を
活用することにより、住環境情報の提供の強化を図る」としているが、「空き地・空き
家バンク制度」は機能しているのか。
①空き地、空き家、双方の課題解決に向けた要綱の整備は、既に終わっており、
今年度運用の段階に入っているところだが、空き家については、北海道空き家バン
クへ登録の仕組みがあるが、このサイトに登録するに当たり、専門知識が必要となる
ので、この空き家バンクの登録の事業を請け負っていただける事業者と協議を続けて
いるところ。
　空き地に関しては、移住者向けの提供ということを想定して取り組まなければなら
ないが、市街地のゾーニングの問題や太陽光発電会社が町内の空き地を買って太
陽光を設置しているというようないろんな課題などもあるため、いろんな方面から検討
時間を置かせていただいて、取り組んでいきたいと考えている。
①住環境情報の集約化に取り組むとか、空き家の実態等の把握ができたら、空き
家バンクに登録するような促し等が効果的にできるかなということもあり、何とか空き
地、空き家バンクの整備の立案に向けて、いろいろ調査をさせていただいているとい
うのが１年前の答弁だった。
　建築住宅課で進めている調査との連携が令和4年度に進められたのかどうか。
①建築住宅課の方で、地域の委員さんも出席していただいて、従来から会議を開
催している。
　調査の中で、対象となるアンケートなどをとっており、今年度もどのような結果になっ
てるか情報は共有されている。
　その中で、建築住宅課の方からも、その相談会を今年度開催したいということを当
課の方にも相談があり、今年度中に空き家相談会というようなものを開催して、役
場だけではなく、関係団体の方にも御出席いただいて、どのようなニーズがあるのか、
進めてまいりたいと思っている。

　55ページ款2項1目6 企画費　
  事前質問答弁表 質疑№13

ふるさと応援制度推進事業　細節）ふるさと応援基金積立金 2,785,590,679円
①補正や専決については、他市町村も参考にしながら検討するとの回答だが、委託
料等の経費に不足を生じる場合には、ふるさと応援基金積立金に256,566千円
の不用額を生じているので、この科目からの流用は考えられないのか。
①委託料等の経費で不足が生じた場合、かつ、積立金に余剰がある場合は、流
用が可能となるというふうに考えている。
①寄附金の予算が下回る場合は不用額で処理して、それから上回る場合には専
決処分にするというのは、予算編成に疑問が残るが。
①ふるさと応援寄附金については、社会情勢とかの影響を受け変動が大きいので、
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それを予測して予算を組むことが難しい現状にある。
　流用の話も出たが、流用等については同じ事業内でできるが、歳入と歳出がイコ
ールの関係性にあり、歳入を超えれば、それに対する歳出っていうのも不足する形に
なるので、同じような流用をしたとしても、足りなくなるということになる。
　他の事業からの流用も可能ですが、歳入の規模がすごい大きいので、実際には他
の事業からの流用は難しいものだと考えている。
①そのことから、補正予算編成してという話になる思うが、補正予算編成して、それ
を成立させる方法には、議会による議決か専決処分という方法があろうかと思ってい
る。
　議会を開催して、補正予算の議決をいただくことが本来だとは考えているが、急激
に寄附額が増えて、補正予算を早急に編成しなければならない状況、実際に令和
5年度もそういう状況に直面しているので、田村委員さんの御意見を参考とさせてい
ただきながら、専決処分の方法ということについても、検討を進めていきたい。

　58ページ款2項1目7 広報費 質疑なし。 
　58ページ款2項1目8 車両管理費
  事前質問答弁表 質疑№14

通院等乗合ハイヤー事業　403,230円
①運行回数54回、利用者の延べ数が172人ということだが、地域別の内訳はどう
か。
①走古丹地区が50回で168名、美原地区が2回で2名、上風連地区が2回で2
名となっている。
①令和4年度の協議の中で、さらに地域を広げていけるかどうかっていうような模索に
ついてはどうだったのか。
①この事業については、利用を促進するものではないため、利用地域の拡大に関す
る改善はしていないが、制度を幅広く周知することは必要だと考えているので、今後
の広報の掲載など、周知を行っていきたいと考えている。

 10:59 休憩
 11:08 再開
　61ページ款2項1目9 支所費 から 65ページ款2項1目10 交通対策費まで質疑な
  し。 
　65ページ款2項1目11 環境対策費

環境保全事業経費　細節）調査委託料 3,443,000円
 ①令和4年度の調査報告書っていうの提出をされているのかどうか。

②提出されているとしたら、ホームページ等にアップされていないのはなぜか。
①事業が終了しているので、調査報告書については、町に提出されている。
②例年、この決算認定が終わった10月を目途にホームページで公表する予定。
①令和4年度の報告については、報告書はあるけど、アップされてないということでよ
ろしいか。
①令和4年度分については、この決算認定後に、しっかりとホームページにアップをさ
せていただきたいと考えている。

　65ページ款2項1目12 北方領土問題対策費 から 67ページ款2項1目13 特定防
  衛施設周辺整備費まで質疑なし。 
　68ページ款2項1目14 電子計算管理費
  事前質問答弁表 質疑№15

自治体情報システム標準化・共通化事業　 1,342,572円
 ・再質問なし。
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　68ページ款2項1目14 電子計算管理費
  事前質問答弁表 質疑№16

行政手続きオンライン化環境整備事業 5,428,720円
①システム改修後にトラブルはなかったか。
①システム改修後、実際に職員が、国の専用サイトマイナポータルから申請手続を
行い、その内容が正しく取り込まれるか、検証、確認作業を行っている。
　実際に運用が開始となった令和5年3月以降、転入転出に関する申請があった
が、問題なく情報の取り込み、連携が行われている。

　69ページ款2項1目15 地域情報化推進事業費
  事前質問答弁表 質疑№17

情報化推進事業経費　細節）業務委託料 2,735,700円
・再質問なし。

　69ページ款2項1目15 地域情報化推進事業費
  事前質問答弁表 質疑№18

情報化推進事業経費　細節）電算委託料 3,239,000円
・再質問なし。

　69ページ款2項1目15 地域情報化推進事業費
  事前質問答弁表 質疑№19

情報化推進事業経費　細節）土地家屋等借上料 1,078,627円
・再質問なし。

　69ページ款2項1目15 地域情報化推進事業費
  事前質問答弁表 質疑№20

情報化推進事業経費　細節）土地家屋等使用料 760,320円
・再質問なし。

　69ページ款2項1目15 地域情報化推進事業費
  事前質問答弁表 質疑№21

情報化推進事業経費　細節）機器等購入費 1,958,000円
・再質問なし。

　69ページ款2項1目15 地域情報化推進事業費
  事前質問答弁表 質疑№22

光ファイバ管理運営経費　細節）業務委託料 16,062,420円
①令和5年1月、2月、3月の修繕について、故障の理由が「原因不明」となってい
るが、具体的にはどういうことか。
①いずれも1月から3月の間に、新規で光回線を引き込み、光サービスを利用しよ
うとした際に、正常に開通ができず、原因箇所を探して行った結果、ケーブルの断線
が発見されたもの。
　恐らく12月末の風雪に起因するものと推測されるが、確証が持てなかったため、原
因不明と記載している。

　70ページ款2項1目16 諸費
  事前質問答弁表 質疑№23

別海高等学校教育支援事業
　細節）別海高等学校生徒寄宿施設等利用費助成金 9,000,000円

・再質問なし。
　70ページ款2項1目16 諸費
  事前質問答弁表 質疑№24

別海高等学校教育支援事業
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　細節）別海高等学校生徒寄宿施設等設置者助成金 4,680,000円

①寄宿舎19室の内、月平均6.5室が使用されていない現状では、別海高等学校
教育支援事業として、事業効果に疑義を感じるが、どう捉えているのか。
②協定書では、いつまで助成を行うのか。
①事業効果については、施設がなければ、別海高校に通うことが困難な生徒もいる
ことから、別海高校の生徒確保に当たっては、一定の効果があるものと考えている。
　なお、空室については、3年生においては、卒業前の年明け前後から退去する場
合があること、また、その年の状況により、男女バランスによる空室が発生する場合も
あるなど、その年によって入居者数に増減があるところだが、可能な限り空室が発生
しないように施設管理者、高校等と連携して対応していきたいというふうに考えてい
る。
②協定書は、平成30年4月から令和10年3月までを期限として、協定を締結して
いるので、令和10年3月まで助成を行うこととなる。
　その後については、施設代表者や管理人、高校教育振興会、高校のＰＴＡ会
長ですとか、別海高校等で構成する寄宿施設との管理運営委員会を毎年開催し
ているので、その中で話し合いを進めていきたいというふうに考えている。

　70ページ款2項1目17 新型コロナウイルス感染症対策費 から 80ページ款2項6目1
　監査委員費まで質疑なし。 
  以上で、議会費と総務費の審査終了。
  全体で質疑あるか。
  なし。
  議会費と総務費終了。
 11:27 休憩
 11:30 再開
　歳出　款3 民生費 と 款4 衛生費の審査を行う。
　80ページ款3項1目1 社会福祉総務費
  事前質問答弁表 質疑№25

高齢者等バス・ハイヤー共通利用券交付事業　
細節）交通費扶助費 8,943,300円

・再質問なし。
　84ページ款3項1目2 老人福祉費
  事前質問答弁表 質疑№26

介護職員確保対策事業　
細節）介護職員初任者研修開催経費負担金 420,000円

①受講者は7人で全員既就労者ということだが、一般の方や高校生はいなかったの
か。いなかったとしたら、その理由についてどう考えているか。
②令和元年度は受講者が12人で、うち高校生が5人いた。令和4年度は7人だっ
たが、その程度の受講でいいと考えているのか、あるいは、増やそうと考えているのか。
考え方はどうか。
①一般の方や高校生はいなかった。
　高校生の受講の働きかけについては、別海高校と毎年開催時に連絡調整し、
高校に訪問するなど、その研修の内容説明を行っているところだが、コロナ禍というこ
ともあり、また、高校生自身の他の活動もあり、受講に至らなかったと考えている。
　また、一般の方については、受講希望される方がいたんですが、日程等が合わず
に受講に至らなかったということもあり、高校生同様に開催日程と受講の体制につい
て、調整が必要であると考えているところ。
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②ここ数年、コロナ禍ということもあり、受講者は減少傾向になっているが、少しでも
多くの方に受講していただきたいと考えている。
　そのため、研修の開催日程や受講体制等について、主催する別海町社会福祉
協議会と高校の担当教諭と調査しながら進めていきたいと考えている。

　84ページ款3項1目2 老人福祉費
  事前質問答弁表 質疑№27

介護職員確保対策事業　細節）介護職員確保支援補助金 989,475円
・再質問なし。

　84ページ款3項1目2 老人福祉費
  事前質問答弁表 質疑№28

介護職員確保対策事業　細節）奨学資金 720,000円
・再質問なし。

　85ページ款3項1目2 老人福祉費
  事前質問答弁表 質疑№29

西春別デイサービスセンター管理運営経費　
細節）指定管理施設管理費 8007,567円

・再質問なし。
　86ページ款3項1目3 国民年金事務費 から 90ページ款3項1目7 後期高齢者医
　療費まで質疑なし。 
　91ページ款3項1目8 臨時特別給付金給付事業費
  事前質問答弁表 質疑№30

繰越・住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業
細節）臨時特別給付金 7,200,000円

①本町の住民税非課税世帯と家計急変世帯はそれぞれ何世帯を見込み、その
うち、給付した世帯数はそれぞれ何世帯なのか。
①見込み世帯数としては、1,500世帯と見込み、内訳は、住民税非課税世帯が
1,400世帯、家計急変世帯が100世帯。
　そのうち、給付した非課税世帯は、令和3年度1,082世帯、令和4年度72世帯
で、合計1,154世帯、家計急変世帯の給付はない。
①非課税世帯は1,500世帯を見込んで、給付が1,154世帯なので、その残りの
世帯は、申請しなかったという理解でよろしいか。
①あくまで見込みの世帯ということで予算要求しているが、該当となる世帯に対して
は、通知をさせていただいており、さらにその通知を受けて申請していただく対応をし
ていた。
　家計急変世帯については、申請がなかったわけでありますけれども、令和3年度の
家計急変世帯の条件ですが、新型コロナ感染症の影響を受け、令和3年1月以
降に家計が急変し、令和4年度分の住民税が非課税の世帯と同様の事情にある
と認められる世帯になるが、本町の申請開始が令和4年2月7日であったため、3月
末までの申請期間が短く、令和3年度中の家計急変世帯の申請はなかったという
状況となっている。
　その後、令和4年度の国の事業が改正しておりますので、令和4年度の住民税非
課税世帯を新たに対象とした給付が始まったというような事態となっている。

　93ページ款3項2目1 児童福祉総務費
  事前質問答弁表 質疑№31

子ども医療費助成事業　42,013,300円
・再質問なし。
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　95ページ款3項2目2 児童措置費 から 103ページ款4項1目1 保健衛生総務費
　まで質疑なし。 
　103ページ款4項1目2 予防費
  事前質問答弁表 質疑№32

予防費全般 185,611,965円
・再質問なし。

　106ページ款4項1目3 環境衛生費
  事前質問答弁表 質疑№33

節）負担金補助及び交付金 5,121,963円
・再質問なし。

　109ページ款4項1目4 健康管理費
  事前質問答弁表 質疑№34

健康推進事業経費 15,529,713円
・再質問なし。

　111ページ款4項1目5 エキノコックス症対策費 から 116ページ款4項2目1 清掃総
　務費まで質疑なし。 
　116ページ款4項2目2 じん芥処理費
  事前質問答弁表 質疑№35

根室北部廃棄物処理広域連合関係経費　
細節）根室北部廃棄物処理広域連合負担金 203,354,000円

・再質問なし。
　108ページ款4項2目2 じん芥処理費
  事前質問答弁表 質疑№36

根室北部廃棄物処理広域連合関係経費　
細節）根室北部廃棄物処理広域連合負担金 203,354,000円

①別海町の搬入量2,941.77tのうち、燃えるごみにはどのぐらいだったのか。
②搬入量と燃えるごみとの差があるが、その差の内容は何か。
③処理施設の更新について、令和4年度における本町の協議の進展状況はどうだ
ったのか。
①燃えるごみの実施計画値2,652tに対して、実績は2,646tとなっている。
②これは燃えるごみとして収集した量であり、このほか、燃えないごみ、粗大ごみ等を
収集後に選別して、燃えるごみとして処理した量、約296tを加えた量が、広域連
合で焼却処分した量、約2,942tとなっている。

 11:47 休憩
 11:48 再開

③処理施設については、令和3年に精密機能検査を実施し、今年度、ごみ処理
施設更新等検討業務を発注したというような報告を受けている。
　町としては、今年度発注している検討業務の結果の報告を受けた後、施設設備
の延命可能期間や単年度ごとの費用負担額を検証し、経済的かつ施設の運営上
で有効な計画となるよう、各構成町と協議を進めていきたいというふうに考えている。
③令和3年度の決算審査の時には、適正な更新計画なりを広域連合に対して意
見を付して伝えていきたいと言っていたが、進展したのか。
③ごみ処理施設の更新検討業務が精密機能検査を受けて実施するものとなって
いるので、本年度のその検査の結果を受けて、改めて検討していきたいと考えてい
る。

　117ページ款4項1目3 じん芥処理場費 から 118ページ款4項2目4 し尿処理費ま
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　で質疑なし。 
  事前質問答弁表 質疑№37

し尿処理施設基本構想策定事業　細節）計画等策定委託料 4,169,000円
・再質問なし。

　120ページ款4項3目1 上水道費質疑なし。 
  以上で、民生費と衛生費の審査終了。
  全体で質疑あるか。
  なし。
  民生費と衛生費終了。
 11:52 休憩
 12:58 再開
　歳出　款5 労働費 から 款7 商工費の審査を行う。
　120ページ款5項1目1 労働諸費 から 121ページ款6項1目1 農業委員会費まで
　質疑なし。 
　121ページ款6項1目2 農業総務費
  事前質問答弁表 質疑№38

地域おこし協力隊推進事業 285,417円
・再質問なし。

　122ページ款6項1目2 農業総務費
  事前質問答弁表 質疑№39

担い手プロジェクト事業 2,310,000円
①農業関連求人イベントに15回出場し、60人と面談したとあるが、昨年の面談者
74人からみると減っている。新型コロナ感染の影響はあるとは思うが、令和元年には
158人と面談している。低迷の傾向にあるように思うが、その理由について考えは。
②研修牧場入所者数、新規就農者数については、令和4年度はどうだったか。
①低迷の傾向ということだが、新型コロナの影響による行動制限や自粛、また、就
農イベント出展時での呼び込み等が制限されたことにより、就農相談者数がコロナ
前の半分以下になったことが酪農体験者数等の減少に繋がっていると考えている。
　また、今年度、面談を行った方からは、酪農情勢の厳しさから、就農に対して厳
しいイメージを持っているという話も受けている。
　その関係もあり、酪農希望する方が少ないのではないかと感じているところ。
　今後においても、本町酪農をもっとＰＲしながら、フェア等には積極的に参加し、
あるいは農業系の学校にも訪問先を増やしながら、酪農の普及啓発に向けたＰＲ
を継続的に続けていきたいと考えているところ。
②研修牧場の入所者数は3組5名の方が令和4年度に入所している。
　新規就農者については、残念ながら０件となっている。
①地域おこし協力隊の方々のいろんなアドバイスだとかそういうものを受けながら、事
を展開していくっていうそういう考えがあるのか。
①事前の質問でもお答えしたとおり、地域おこし協力隊を活用しながら、本町の酪
農をＰＲしつつ、新規就農者確保、酪農体験の参加者を確保していきたいという
ふうには考えている。

　123ページ款6項1目2 農業総務費
  事前質問答弁表 質疑№40

結婚相談所運営経費 3,437,452円
・再質疑なし。

  事前質問答弁表 質疑№41
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農業人材力強化総合支援事業 3,803,0627円
・再質問なし。

　125ページ款6項1目3 農業振興費
  事前質問答弁表 質疑№42

経営継承・発展支援事業 1,869,090円
・再質問なし。

　126ページ款6項1目3 農業振興費
  事前質問答弁表 質疑№43

繰越・畜産クラスター事業 1,005,319,000円
①量的拡大ばかりが評価されているが、酪畜産クラスター事業が、酪農の持続性、
安定性、集落の維持などの観点を含め総合的に評価すべきと考えるが、どうか。
①事業効果については、事業実施計画に準じた評価を行っているので、該当項目
にはないが、事業効果について農協に聞き取りをしたところ、地域モデルとしてＪギャ
ップ認定農場になったことによる持続可能な農業の実現やインターンシップの積極的
な受け入れによる地域の担い手確保に向けた取組、粗飼料の確保が図れたことに
より、地域の情報提供を行い地域のサイレージの品質向上に寄与しているなど、酪
農の持続性、安定性、集落の維持などに地域酪農発展に寄与してものと考えてい
る。
①聞き取り中では、持続性なりさまざまな効果があったという話だったが、膨大な予
算をつぎ込んで、別海町の酪農、集落の維持っていう意味では、それが、本当に地
域の持続性があり、地域の維持なりというものに結びついていってるのかどうかって評
価をきちんとやらなければいけないというふうに思うが、改めてどう考えるか。
①地域の持続性という観点から、もう少し深掘りした効果検証というのは必要かなと
思っているが、この事業を行ったことによって、ある程度、維持ができているということも
あると思う。
　そういう点からも、この事業が集落の維持、そういうものに寄与しているのではないか
というふうに考えている。

　126ページ款6項1目3 農業振興費
  事前質問答弁表 質疑№44

繰越・畜産クラスター事業 152,149,000円
・再質問なし。

　126ページ款6項1目4 畜産業費 から 130ページ款6項1目8 農業者年金業務費
　まで質疑なし。 
　130ページ款6項2目1 広域農業推進費
  事前質問答弁表 質疑№45

農業水路等長寿命化事業 10,829,000円
・再質問なし。

　131ページ款6項2目1 広域農業推進費
  事前質問答弁表 質疑№46

国営土地改良施設維持管理事業　細節）改修等工事請負費 94,732,000円
・再質問なし。

　131ページ款6項2目1 広域農業推進費
  事前質問答弁表 質疑№47

国営土地改良施設維持管理事業
細節）国営土地改良施設維持管理等交付金 1,900,600円

①令和4年度において肥培施設の管理運営にどのくらいの費用がかかったのか。
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②どのくらいの負担を利用農家は負ったのかなどの調査、また、交付金が大幅に下
げられたことによる影響がどういうものだったのかの調査はされているか。
①交付金の算定については、どれぐらい管理費用がかかってるかってのはある程度想
定をしているが、実際に個別に調査している状況ではない。
②額が下がったということだが、その辺については、農家さんに説明をしながら、納得
していただいているところ。
　また、肥培施設の管理については、そもそも論ですが、肥培施設を使う方が御自
身で管理していただくという前提で肥培施設を使っていただいている状況なので、交
付金が減ったからといっても、管理していただくことについては変わりないというか、御納
得していただきながら、肥培施設を管理していただいていると考えている。
①農家さんは納得しているという話だが、下がることによってどういう影響があるのか、
19億円かけて太陽光発電の施設をつくったわけなので、それが本当に効果があるこ
とになっているかということも含めて、調査すべきではないかと思うが、どうか。
①中村議員おっしゃるとおり、そういう効果については、検証しなければならないと考
えておりますので、課内で持ち帰って検討したいと思う。

　131ページ款6項2目1 広域農業推進費
  事前質問答弁表 質疑№48

国営土地改良施設維持管理事業
細節）国営土地改良施設正義基金積立金 88,402円

①積立金が予算額より210万円もの大幅に減額となり、期末基金残高は14,78
7,943円という説明だが、今後、パワーコンディショナーの更新や施設の撤去など莫
大な費用がかかるが、こうした費用に間に合う基金が積み立てられるのか。
①本年9月をもちまして、全施設の出力制御対応機器の取付工事が完了した。
　今後については、安定的な売電収入が見込まれている。
　また、現時点ではＦＩＴの契約期間が満了する令和20年度を計画期間として、
パワーコンディショナーの更新や施設の撤去に多大な費用を要することが見込まれ
ているため、当面の間、維持管理交付金の額を1割程度とするなど、他の事業を抑
制して耐用年数を考慮した計画的な更新や施設設計に充てるための基金を優先
的に積み立てる計画としている。
　現在のところ、撤去更新費用については、確保できる見込みとなっている。
①パワーコンディショナー185台を更新していくために3億3,000万かかる。
　令和20年度のＦＩＴの契約期間満了後に今度は太陽光発電の施設を撤去
する費用として1,700万かかる。
　あわせて、3億5,000万以上積み立てていかないと、そういう事業ができない。
　1年間で平均2,200万円ずつ積み立てていかないとならないわけだが、令和3年
度までの実績で、順調にこの売電収入があった時期で1年間の積立が多い時で1,
520万、それから少ないときで1,260万という状況だと。
　毎年2,200万ずつ本当に積み立てられるのかという心配が出てくるわけだが、それ
対してはどうお考えか。
①計画ではあるが、売電収入は、今後、6,000万から5,000万程度、毎年収入
が入ってくるものと考えている。
　そのうち、基金積立金として大体3,500万程度積み立てていくと、令和20年度
には3億3,000万積み立てられるというふうに試算している。
　また、撤去費用についても、今の売電収入から交付金を差し引いて積み立ててい
くと十分クリアできるんじゃないかというふうに考えている。

　131ページ款6項2目1 広域農業推進費
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  事前質問答弁表 質疑№49

繰越・農業水路等長寿命化事業 45,227,000円
・再質問なし。

　132ページ款6項3目1 林業総務費
  事前質問答弁表 質疑№50、№51

森林保護事業経費　細節）森林環境譲与税基金積立金 5,021,281円
・再質問なし。
・再質問なし。

　122ページ款6項3目2 林業振興費
  事前質問答弁表 質疑№52

実のなる木植栽事業 877,011円
①令和4年度においては、どういう種類の実のなる木をどこに何本植栽したのか。
②なぜ、実のなる木を植栽しようとしたのか事業の目的について。
①過去に植樹した3公園の補植を行っており、樹種については、ブルーベリー、ブラッ
クベリー、グズベリ、ハスカップ等。
②町民が木とふれあい、木に親しみ、季節の移ろいと樹木の成長の楽しみや収穫
する自然の恵みを体験することで、実のなる木への興味や関心を深めるとともに、子
供たちへの学習機会を提供するということで目的としていたが、昨今は逆に卒業記
念品の形の植樹をしているので、今後、この事業名そのものもどうするかということも
含めて、検討していきたいなというふうに考えている。
①卒業記念の植樹も大事なので、それはそれでやるべきだと思うが、当初の目的に
沿った事業というものが続けられない変更の理由はあるのか。
①29年度から実施をして、実際に事業の内容を変更したというのは、この事業その
もの目的は本来は続けたかったが、概ね全町において、実のなる木を植樹する箇所
については植樹が完了したということで、方向転換をして現在の卒業記念という形で
やっている。
　ただ、今後もこの実のなる木というのは、非常にいい取組だと考えているので、適地
があれば、この事業というものは実のなる木の植樹という形の中で、目的に沿った形
の中で実施してまいりたいと考えている。

　133ページ款6項3目2 林業振興費
  事前質問答弁表 質疑№53

環境保全緑化事業　細節）環境保全緑化事業補助金 25,469,452円
・再質問なし。

　134ページ款6項3目2 林業振興費
  事前質問答弁表 質疑№54

河畔林整備事業 5,133,391円
・再質問なし。

　134ページ款6項3目2 林業振興費
  事前質問答弁表 質疑№55

豊かな森づくり推進事業 16,733,519円　
・再質疑なし。

　134ページ款6項3目2 林業振興費
  事前質問答弁表 質疑№56

森林経営管理制度推進事業 2,530,000円
①町内の森林所有者726名中480名に対し意向調査を行ったとあるが、480名
のうち何名から回答があったのか。480名全員から回答があったのか。
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②意向調査は、令和4年度で終わるのか。
①480名中回答があったは427名となっており、回答率は89%となっている。
　回答がなかった残りの53名の方については、町外の未回答者や居所不明等によ
るアンケート未達となっている。
②未回答者については、担当においても、個別に訪問しながら回答率を増やすべく、
努力をしてきた。
　その結果89%という回答率となったわけだが、町外者への訪問は非常に困難であ
ると考えているので、調査については、令和4年度をもちまして完了ということで考え
ている。
①令和4年度で完了するということで、このまとめをどう生かしていくか。
①今回の意向調査については、回答中で最も大事な箇所になるかと思うが、対象
森林の今後の経営及び管理に関することという設問があり、大半の方は、自分で
経営や管理をしていきたい、自分で委託先を探し経営や管理をしていきたいという
ふうに答えている。
　また、本制度に基づき、427名中41名の方については、町に経営や管理を委ね
ることを検討したい、115名の方については、森林組合等に経営を委託したいと答　
えている。

　 　今後、町としては、森林環境譲与税を活用しながら、そういった方たちに対して植
栽を促進していけるのかどうかというところをしっかり検討して進めてまいりたいと考えて
いる。

　134ページ款6項3目3 公有林整備事業
  事前質問答弁表 質疑№57

町有林環境保全整備事業 71,443,482円
①令和4年度予算資料では、間伐74.62ha、皆伐15.13ha、合わせて89.75
haとなっているが、実際の伐採は183.01haだった。2倍の面積の伐採となったのは
なぜか。
①面積で比較すると、間伐が当初予算と比較して45.44haの増、枝打ちが47.4
haの増、皆伐が0.4haの増となっている。
　面積が大きく増となった理由としては、道の補助金が大幅に増加したことが原因。
　そのため、当初予算は例年並みの配分で予算編成をしているが、補助金の配分
が大きくなったことから、事業量を増加させた結果、伐採も大きく変動したということ
になっている。

　134ページ款6項3目3 公有林整備事業
  事前質問答弁表 質疑№58

林業専用道整備事業 31,144,300円
・再質疑なし。

　132ページ から 135ページ款6項3 林業費
  事前質問答弁表 質疑№59

林業費全般 166,464,016円
・再質疑なし。

　135ページ款6項4目1 水産業総務費 質疑なし。
　139ージ款6項4目2 水産業振興費
  事前質問答弁表 質疑№60

水産系副産物再資源化施設管理運営経費　
細節）業務委託料 43,994,775円

①令和8年からは、新たな体制で稼働できるよう…とあるが、どういう意味か説明して

外山

中村

委員長 10番 外山

委員 13番 中村
外山

委員長 10番 外山

水産みどり課長 小野

10番委員長

委員 13番 中村

委員 13番 中村
水産みどり課長 小野

委員長 10番

委員 13番

委員 13番 中村

水産みどり課長 小野



第4回予算決算審査特別委員会(1日目)　要点記録
ほしい。
②令和6年度中には具体的な方向性を定め…とあるが、どのような手順で方向性を
定めていくのか、日程的なことも含めどのようなプランを考えているか。
①新たな体制という具体的な方向性は現在検討中であり、決まってないが、少なく
とも、現在、処分している仕掛け品の焼却が令和7年度に完了することから、完了
後のホタテウロの処理方法、施設の運営方法について関係機関と検討を進め、新
たな施設運営体制を構築していきたいという意味で捉えていただければ。
②ホタテウロの処理方法については、実験段階を含め複数の処理方法が全国で研
究されており、現在情報収集を行い地域の実情に則した処理方法を検討中。
　また、令和６年度には新たな処理方法を確立するための、実証試験も行いたいと
考えている。なお、具体的な日程やスケジュールについては、現在のところ定まっては
いないが、ホタテウロの処理にあたっては、排出者との連携が重要になることから、排
出者とも協議を重ね、処理する側と排出者が互いに運用しやすい、処理方法、施
設運営ができるよう、関係団体とも協議を進めながら、一定の施設の当面の方向
性について定めたいと考えている。

　140ページ款6項4目3 漁港管理費 から 142ページ款7項1目1 商工業振興費ま
　で質疑なし。
　142ページ款7項1目2 観光費
  事前質問答弁表 質疑№61

地域おこし協力隊推進事業 87,178円
・再質疑なし。

　147ページ款7項1目3 ふるさと交流館費
ふるさと交流館管理経費 49,888,964円
①補修費等、管理経費を合わせると約8,000万円かかっている。
　使用料を差し引いた額では、約6,000万円の費用がかかったことになる。
　令和3年度は、再出発に際して補修費が多めにかかったこともあり、使用料を差し
引いた額で8,700万円ほどかかっている。
　こういう状況を踏まえて、令和4年度に今後のふるさと交流館の方向性について、
何らかの協議が行われたのではないかと推測するところですが、行われたとすると概
略はどういうものだったか。
①ふるさと交流館については、令和2年度まで指定管理で行っていたが、住民の意
見交換会等を含め直営に戻すと。
　その際に、お風呂とレストラン、宿泊部分をどうしましょうかというところで、情報を公
開して、意見を伺った上で、とりあえずは公衆衛生浴場というような形で、お風呂の
ない方というものは別海町内にいなかったが、住民意見交換会等で高齢者になった
独居老人等が、冬の間、住宅のお風呂に入ってヒートショックを起こして倒れるという
ような事例もあったことから、お風呂だけは続けていこうというふうにしている。
　この段階で、指定管理も一度終了し、お風呂だけの営業をとりあえず3年間はや
っていこうじゃないかということで、決算には関係ございませんけれども、本年度に直営
に戻してから3年経ったことから、再度、庁舎内検討会議を開き、今後のふるさと交
流館の方向性を、宿泊がこれだけ町内なくなったことも踏まえまして、検討していきた
いなというふうに考えている。

  以上で、労働費から商工費までの審査終了。
  全体で質疑あるか。
  なし。
  労働費から商工費まで終了。
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 13:42 暫時休憩
 13:44 再開
　歳出　款8 土木費 から 款9 消防費までの審査を行う。
　148ページ款8項1目1 土木総務費 から 150ページ款8項2目1 道路橋りょう総務
　費まで質疑なし。 
　150ページ款8項2目2 道路維持費
  事前質問答弁表 質疑№62

道路維持費全般 497,176,986円
・再質疑なし。

　152ページ款8項2目3 道路新設改良費 から 155ページ款8項3目1 下水道費ま
　で質疑なし。 
　155ページ款8項4目1 住宅管理費
  事前質問答弁表 質疑№63

既存住宅耐震改修推進事業 809,188円
・再質疑なし。

　155ページ款8項4目1 住宅管理費
  事前質問答弁表 質疑№64

空き家等対策事業　細節）業務委託料 6,050,000円
①委託先はどこか。
②抽出された件数は何件か。
③目視調査をしたのはいつで、件数は何件だったか。
④目視調査というのは具体的にどういうことをしたのか。
⑤の調査結果はどのような形で、まとめられたのか。
⑥その調査結果はどのように生かされるのか、生かされたのか。
①町内の測量会社が入札により受注している。
②空き家の抽出件数は194件。
③抽出された194件について、調査を行っている。
④道路からの外観目視調査で空き家の状態を判断している。
　状態が良好な建物であるか、屋根や外壁の一部に損傷が見られる建物であるか、
屋根や外壁にも損傷があり、傾きも確認されるかどうかというところを目視調査により、
調査している。
⑤委託業務でありますので報告書が提出されている。
⑥調査の結果については、今年度作成する空き家対策計画にその内容について盛
り込んでいきたいというふうに考えている。
①危険な空き家、利用できそうな空き家のそれぞれの件数は。
①良好な建物が105件、屋根や外壁の一部に損傷が見られるものは不良というカ
テゴリで79件、屋根や外壁に損傷があって傾きも確認されるいわゆる危険と判断さ
れる建物が10件。

　146ページ款8項4目2 公営住宅建設事業費 から 1460ページ款9項1目2 災害
　対策費まで質疑なし。 
  以上で、土木費から消防費までの審査終了。
  全体で質疑あるか。
  なし。
  土木費から消防費まで終了。
 13:54 暫時休憩
 14:02 再開
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　歳出　款10 教育費 の審査を行う。
　160ページ款10項1目1 教育委員会費 から 164ページ款10項1目4 奨学金まで
　質疑なし。 
　165ページ款10項2目1 学校管理費
  事前質問答弁表 質疑№65

学校管理費全般 123,749,422円
・再質問なし。

　167ページ款10項2目2 教育振興費 から 169ページ款10項2目4 学校建設費ま
　で質疑なし。
　170ページ款10項3目1 学校管理費
  事前質問答弁表 質疑№66

学校管理費全般 123,456,462円
・再質問なし。

　172ページ款10項3目2 教育振興費 から 177ページ款10項4目2 教育振興費ま
　で質疑なし。 
　179ページ款10項5目1 社会教育総務費
  事前質問答弁表 質疑№67

地域おこし協力隊推進事業 380,497円
・再質疑なし。

　179ページ款10項5目1 社会教育総務費
  事前質問答弁表 質疑№68

旧光進小中学校校舎等利活用事業経費 395,088円
①旧光進小中学校校舎利活用事業については、平成29年度で終了しているにも
かかわらず、行政財産の用途変更や用途廃止の手続きがされていない。施設の活
用に関して、教育財産としての利用が無い状況で、申し出があった場合には、適宜
協議・調整を図ると回答しているが、そうであれば普通財産として運用すべきではな
いのか。
①旧光進小中学校については、教育財産としての使用は現状ではないので、今後、
普通財産としての用途の変更・廃止を含めて、各関係部課と協議等を進めてまい
りたいと考えている。
①教育財産として活用してないということであれば、地方自治法で予算の分類のル
ールが決まっているので、普通財産にするということであれば、決算上は執行科目を
間違えて決算したということになると思うが、いかがか。
①教育財産としての利用はないが、教育財産として最低限の維持管理をさせてい
ただいている。
　現状としては、用途の変更・廃止などまだなされていないことから、予算科目として
は、現状としては妥当と考えている。

　182ページ款10項5目2 生涯教育推進費 から 185ページ款10項5目4 青少年教
　育費まで質疑なし。 
　185ページ款10項5目5 中央公民館費
  事前質問答弁表 質疑№69

中央公民館解体撤去事業　　細節）設計委託料 3,718,000円
①備品の処分の間に、一時保管し管理するため所管替していないとの回答である
が、用途が廃止された時点で所管替すべきではないのか。
　　また、備品についても所管替する必要があったのではないのか。
②不要備品や保管備品については、財務会計規則の規定のとおり備品台帳の整
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理はされているのか。
①手続は行っていない。
　今後、所管替等を踏まえ、速やかに事務処理を行っていく
②町の財務会計規則に基づき、事務の整理を行っている。
①行政財産の目的を終えた時点で、当然その附属備品も普通財産へ所管替すべ
きものであったと思う。
　地方自治法で定めている予算分類ルールに基づかないで決算したことについてどの
ように考えているのか。
①議員おっしゃるとおりと理解しているが、その時点においては、センター等で利活用
できるものできないもの等々の整理がついていなかったことから、所管替を行っていな
かった。
　今後は、適宜適正に処理してまいりたい。

　186ページ款10項5目6 東公民館費 から 191ページ款10項5目8 図書館費まで
　質疑なし。 
　191ページ款10項5目9 郷土資料館費
  事前質問答弁表 質疑№70

郷土資料館費全般 5,487,850円
①郷土資料館の整備について協議を進めていきますとあるが、協議の具体的計画
をどのように考えているか。
②総合的な整備はこれからだが、当面早急に改修、整備しなければならないところ
はないのか。
③令和4年度に講座、特別展などは、何回行われ、何人が参加したか。
①郷土資料館の整備については、令和2年度から令和4年度までで開催した庁舎
内検討会議で、仮称別海町博物館基本構想提言書をまとめている。
　今後の具体的な計画については、教育委員会内で予定している事業等、施設
整備の状況を総合的に考慮し、郷土資料館の整備を進めることとなっている。
　整備の見通しがついた段階で、学識経験者等で構成する整備検討委員会を設
置して、基本構想、基本計画の作成に着手する予定。
②総合的な整備までの間に、現在の施設を使い続けることになるので、延命措置と
して、令和5年度に改修工事を実施している。
　工事の内容は、屋根の改修塗装を外壁補修工事。
③令和4年度の講座、特別展・展示会などですが、講座については全部で18回
285人、特別展・展示会については5回で261名の参加となっている。
①実際に郷土資料館利用されてる方々から、いろんな感想を寄せられるということ
はなかったのか。
①来館された方からは、別海町の歴史が非常にわかる資料はたくさんあるという評
価をいただいている。
　ただ、やはり施設については、古くて狭いということもあるので、展示の内容について
も見にくいという評価はいただいている。
　それは、今後、整備を進めていく中で検討していきたいと考えている。

　193ページ款10項5目10 生涯学習センター費 から 199ページ款10項6目1 保健
　体育総務費まで質疑なし。
　200ページ款10項6目2 学校給食費
  事前質問答弁表 質疑№71

給食センター運営経費　細節）賄材料費 103,137,606円
①町内産の材料が平成29年の17.5％をピークに徐々に下がってきているが、この
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傾向についてどのように考えているか。
①町内産の内容は、調理用のバター、調理用の牛乳、飲用の牛乳、ホタテ、サケ
を購入している。
　平成29年度においては、別海高校から野菜を購入していたが、量を確保できな
い等の理由で、平成30年度を最後に供給を停止している。
　町内産については、先ほど言いました材料をほぼ同程度購入して提供しているが、
町内産については、町内の事業所が努力をしていただいて、価格を据え置き、また
は多少値上げする形で提供してもらっている。
　町内産以外については、近年、価格が高騰していることから、金額ベースで算出し
ているこの割合については、どうしても下がってしまう傾向がある。
　今後も限られた予算もあることから、栄養面を考慮し、最低限は現在の状況を確
保しようと考えている。
　また、地産地消の観点から、何とか多く取り入れるよう努めていきたいと考えている。
①地域の中で野菜づくりをして販売をするような運動が徐々に起こってきていると思
うが、とり入れるということについて検討されたのか。
①地域の方々から野菜を給食に使ってくれないかという申し出もあった。
　しかし、実際、量の確保や安全面の担保等がとれないことから、お断りするケース
もある。
　衛生面や安全面を確保できれば、今後、検討する余地はあると考えている。

　201ページ款10項6目3 へき地学校保健管理費 から 202ページ款10項6目6 学
　校開放事業費まで質疑なし。 
  以上で、教育費の審査終了。
  全体で質疑あるか。
  なし。
  教育費終了。
 14:27 暫時休憩
 14:30 再開
　歳出　款11 災害復旧費 から 款14 予備費までと財産に関する調書までの審査を
　行う。
　203ページ款11項1目1 道路橋りょう災害復旧費 から 269ページ 財産に関する調
　書　４.基金まで質疑なし。 
　以上で、災害復旧費から予備費までと財産に関する調書の審査終了。
  全体で質疑あるか。
  なし。
  令和4年度　一般会計決算審査終了
 散会挨拶
 14:34 散会
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